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平成元年度卒業論文題目一覧
『審判』とカフカのユダヤ人意識について
リヒャルト ・ヴァーグナー『さまよえるオランダ人』にお
ける救済思想について
ヘルマン・ヘッセ『デーミアン』－ジンクーレールの自
己実現への道についての考察を中心に－
ドイツ児童文学に見るく子ども〉とく家族〉の問題一ぺ
ーター・ヘルトリンクの作品を中心に－
TheodorStorm,,Immensee"をめぐる諸問題
へルマン・ヘッセの『デーミアン』についての考察
HeinrichvonKleistの『こわれがめ』について
アンナ・ゼーガースの『第七の十字架』－甦える連帯
性一
ドイツのジャ－ナリズムにおける間接話法について
『ふくれつつらのパンクラーツ』について－ケラーの女
性像とフォイエルバッハ体験を中心に－
E.T.A.ホフマンの『ブランピラ姫』について
リヒヤルト ・ヴァーグナーの『タンホイザー』について
ハルトマン・フォン・アウエの『哀れなハインリヒ』につ
いて
ヘルーマン・ヘッセ『デーミアン』の自我の探究についての
一考察
シラーの市民悲劇『たくらみと恋』について
HermannHesseの"Marchen","Iris"と"Augustus"
について
ハインリヒ・フォン・クライストの『拾い子』における一
家の破滅をめぐって
ヘルマン・ヘッセの『ナルチスとゴルトムント』について
,,Damalswaresfriedlich."－社会背景からの考察一
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浅嶌宣考
池内千佳
石川裕子
泉 敦子
五十川有里
一ノ瀬敦子
稲井佐和子
井前あゆみ
今瀬文隆
宇賀田香
牛場和子
宇野浩子
大宅美穂子
小川理恵
乙政善太
尾上 徹
小畑里美
片山陽子
桂木尚子
,,DieWeber"について
FriedrichvonSchiller:"AndieF eude"の持つエネ
ルギーについて
HeinrichB611にみられる社会批判性-"Wanderer,
kommstdunachSpa..．“を参考に－
Uber,,IrifvonHermannHesse
ヘルマン・ヘッセ『デーミアン』におけるジンクレールの
精神的成長について
トーーマス・マンの『マーリオと魔術師』について
体験話法をめぐる諸問題について
テオドール・シュトルムの『ハンスとハインツ・キルヒ』
をめく､って
低地ドイツ語及びそのMarchenについて一,,Dekl6k
Bur'ndochter"を中心に
ヘルマン・ヘッセの『荒野の狼」について
グリム童話の残酷性について， 『ヘンゼルとグレーテル』
に関する一考察
シラーの『群盗』について－主人公カール・モールを中
心に-----
『バッヘラッハのラビ』とハイネのユダヤ主義について
"DieVerwandlungG:におけるカフカの確認と追求
『ドイツ・冬物語』における宗教・プロイセン・封建・ブ
ルジョアジーの問題について
グリム童話の中の創られた部分一初版と第7版の比較を
中心に－
TheodorStormの『水に沈む』("Aquissubmersuf)に
ついて
ドイツ語の"Relativa"に関する一考察一英語と対比し
て－
「ドイツ語Jにいたるまでの史的発展推移
Kafkaの父とKafkaの作品における父親像
要 良明
金子香織
金子 毅
北村祐里子
木原すなほ
切中
黒沢
近藤
由記
宏和
晶美
斉藤弘子
芝崎依理子
白神亜紀
高橋圭吾
高安
田中
奈良
良子
浩子
生美
西崎典男
西沢美鶴
西村忠之
野村幸子
長谷部美和
164
『グリム童話』の魅力について
トーマス・マン『ヴェニスに死す』についての考察
へルマン・ヘッセ作『デーミアン』における内面への道
へルマン・ヘッセ『シッダールタ』における東洋思想の影
響について
ハインリヒ・ハイネの『ドイツ冬物語』について
ケオルク・ビューヒナーの『ダントンの死』における高次
の悲劇性について
グリム童話結末における「死」の位置付け，並びにそれ
に関係する事柄について
ヘルマン・ヘッセ『デーミアン』における自己実現につい
て
劇曲『群盗』のフランツ・モールについて
Th・シュトルム『白馬の騎者』("DerSchimmelreiter")
について－その物語法を中心に－
G.ビューヒナー『レンツ』についての考察
Uber"DieVerwandlung"vonFranzKafka-Warum
hatersichverwandelt?-
トーーマス・ -マンの『トニオ･クレーガー』について
『ニーベルングの歌』における悲劇について
G・Kellerの,,KleidermachenLeute6について－ノ
ヴェレ的要素を中心に－
『白雪姫』の深層
J.W・ケーテ『若きヴェールターの悩み』における愛と生
ケーテ： 『若きヴェールテル』("DieLeidendesjungen
Werther")について－「悩み」とは何か－
東山佳代
人見亜希子
福島かな子
福本省三
藤田克也
藤本有紀
古川 浩
牧野貴子
孫橋和哉
松尾 幸
松下淳子
松本寿子
???
??三浦
宮内
宮内
大和あゆみ
山元貴子
渡辺芳子
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関西大学独逸文学会行事記録
（平成元年4月～2年3月）
○平成元年7月16日平成元年度総会および第67回研究発表会
総会議事
1）会長挨拶…･………………･……………………………･山下
2）編集報告…･…･………･…･…………:………………･…諸沢
3）会計報告………･…………･……･……･…･……･………武市
肇氏
巌氏
修氏
帰朝報告
「中国とドイツ文学」……………………･…･…･…………山下 肇氏
研究発表
「reHexivと
「動詞tuon
ntransitivについて」・…･………………･志田
の用法について」 ．．………．｡…………･……･武市
出席者
???
．?
?
○平成元年12月21日第68回研究発表会
会長挨拶 山下 肇氏
帰朝報告……･……………………．．…….．……………………･植松健郎氏
研究発表
■
「ラーヘル・レヴィン・ファルンハーケンとベルリン・サロンについ
て｜………．．……………………･………･…･…………･……呉春吉氏
出席者22名
166
｢独逸文学」35号（山下肇先生古稀記念号）執筆申し込み要領
1． 申し込み方法
執筆希望者は，平成2年6月25日までに編集委員会に申し出ること。
論文の場合はその要旨（レポート用紙1枚以内，横書）を，論文題目，
口頭発表の有無および日本文・ ドイツ文の別を記したものとともに，書
評．紹介はその題目と簡単な内容説明を付記して，平成2年7月25日ま
でに編集委員会に送付のこと。
2． 原稿について
i) 日本文の場合，論文は本文・注を合計し, 400字詰横書原稿用紙40
枚，別に500語程度のドイツ文のレジュメを添えること。書評・紹介は
同上用紙20枚，レジュメは不要。
ii) ドイツ文の場合，本文・注を合計し, 5000語（タイプ印書）程度，
レジュメは不要。
いずれも完全原稿を平成2年9月30日までに，編集委員会に送付。そ
の際，題目と氏名を日本文・ ドイツ文で別紙に，記したものを添えるこ
と。
執筆申し込み，論文要旨原稿送付とも締切り日厳守のこと。なお，
執筆申し込みの際「独逸文学」執筆要領を請求の上， これにしたがっ
て完全原稿を提出のこと。
掲載紙面の都合上，投稿原稿の採用有無については編集委員会へ一任
のこと。
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